
【2023年岸川中学校は創立 50周年を迎えます】 

◎学校総合体育大会が始まります！ 

５組 ブラインドサッカー   体験 

仙台市立南光台中学校交流事業 

◎教科書展示会の開催 

 
 
 
５月１７日（火）仙台市立南光台中学校の３年生の

皆さんが修学旅行の途中で、岸川中学校へ来ていただ

き、本校の３年生と震災学習を含めた交流事業を行い

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒の感想より】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５月2６日（木）に日本ブラインドサッカー協会が来校し、 

５組の皆さんを対象に「スポ育」を開催しました。通常のサ

ッカーと違い、アイマスクをして行うため、ガイド役の声が

とても重要となります。初めての経験ですが、お互いに声を

掛け合い、助け合う心を学ぶことができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6月2０日（月）より、学校総合体育大会が開幕します（一

部競技は18日より地区予選があります）。 

 今年度も昨年度同様、感染症対策を講じたうえで実施され

ます。川口市中学校体育連盟の「新型コロナウイルス感染症

改題防止ガイドライン」は、本校ホームページにも掲載して

ありますので、今一度ご確認ください。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、競技によ

っては観戦人数に上限がかかってしまう場合があります。 

入場できる競技につきましては、各顧問へご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
６月１０日（金）から２４日（金）まで、川口市立教育研

究所において、教科書展示会が開催されております。 
ご希望の方は、下記の時間に足をお運びください。 
＜平日＞ １０：００～１９：００ 
※６月２４日（金）は１６：００までとなります。 
＜休日＞ １０：００～１７：００ 
なお、会場内に駐車場の用意はありません。 
＜所在地＞ 川口市芝園町３－１７ 

６月（最終下校時間18:15） 

15日 水 
生徒集会（学総壮行会） 生徒議会  
給食センター栄養士巡回指導 

16日 木  

17日 金 漢字検定 

18日 土 学校総合体育大会（バスケットボール等） 

19日 日 北辰テスト 

20日 月 学校総合体育大会（3時間授業・給食なし） 

21日 火 学校総合体育大会（3時間授業・給食なし） 

22日 水 学校総合体育大会（４時間授業・給食後下校） 

23日 木 
学校総合体育大会（４時間授業・給食後下校） 
期末試験前部活動中止期間始（～７／１） 

24日 金 学校総合体育大会（通常授業） 

25日 土  

26日 日  

27日 月 学校総合体育大会予備日 

28日 火 学校総合体育大会（陸上） 

29日 水 ふれあいデー 学校総合体育大会（陸上） 

30日 木 期末試験1日目 

７月（最終下校時間18:15） 

1日 金 期末試験2日目 

2日 土  

3日 日  

4日 月 実力テスト、楽しい学校づくりアンケート配布 

5日 火 期末短縮（～7/1２） 

6日 水 
全校集会（校長講話）、生徒会委員会 
リフレッシュデー 

7日 木 学校保健委員会 

8日 金  

9日 土  

10日 日 参議院議員選挙 

11日 月  

12日 火  

13日 水 南部教育事務所教育支援担当・学力向上推進担当学校訪問 

14日 木 生徒議会 

15日 金 給食最終日 

16日 土  

17日 日 北辰テスト 

18日 月 海の日 

19日 火 3時間授業、大掃除 

20日 水 1学期終業式 交通安全教室 

【学校応援団下校見守り】 18:15 

 6/1６、7/７、7/1４ 

【今後の予定】 
7/21 三者面談開始（～8/31） 
8/24 サマースクール期間開始（詳細は後日お知らせします） 
9/ 1 2学期始業式 
9/ 2 給食開始 

 

今回の震災学習で、今当たり前になっている行動も当たり前では

なく、感謝して今を過ごしていくことが大切だと改めて感じまし

た。また、地震の怖さを動画で見て、今やれる行動をしてしっかり

地震に備えていくべきだと思いました。 

今回学んだことを無駄にはせず、今後の生活にしっかり活かして

いき、生きたくても生きられない人のためにも責任をもって生きて

いきたいです。 

今回、地震と津波によって当たり前の日常を失った多くの人の話

を聞いて、当たり前の大切さ、そして今の生活ができていることの

幸せを強く感じました。そして、この話を聞いて多くのことを知っ

たからには、後世に伝えていく義務があります。この震災は決して

忘れてはいけない。そしてこの経験を糧に、次いつ起こるか分から

ない震災に備える必要があると思いました。 
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